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Part2106 ◆ＩＳ -ＬＭ分析の舞台にデビューしよう

　「ＩＳ -ＬＭ分析」は，財市場と資産市場を同時に分析する手法で，公務員
試験におけるマクロ経済の最頻出テーマです。このPartはその初舞台ですが，
あえて，いきなり数式と同時展開します。

１）財市場の均衡点が集まってできるＩＳ曲線

　ここで見ていただく「ＩＳ曲線」とは，タイトルの通り，財市場の均衡点（財
市場を均衡させるＹとｒの組合せ）の集合です。
　まず，計算問題におけるＩＳ曲線の数式とその図を見てみましょう。数式は，
例えば次のように示されます。

　　	 　Ｙ	 ＝ 50 ＋ 0.6 Ｙ ＋ 90 － 12 ｒ　　（Ｇ，Ｔ，Ｘ，Ｍはなしとする）
	 	 	  Ｃ　　 ＋　　Ｉ

	 	 	  ↓	 	  ↓
		 　Ｙが 10 増えると，	　　ｒ	が１（％）上昇すると，　	
	 　 消費Ｃは６増加	 　　投資Ｉは 12 減少
	 　ＣはＹの増加関数	　　Ｉはｒの減少関数　
	 	 	 	 	 	
　そして，上記の式を変形させると，	 ※投資 Iは，企業の設備投資など
	 	 	 	 	 	 　で，多額の資金が必要です。
　Ｙ－ 0.6 Ｙ	＝ 140 － 12 ｒ 	 　	 　当然，利子率ｒが上昇すると，
　　	 0.4 Ｙ	＝ 140 － 12 ｒ	 	 　銀行から借り入れることに消極
	 ４Ｙ	 ＝ 1400 － 120 ｒ	 	 　的になり，投資は減少します。
	 　Ｙ	 ＝ 350 － 30 ｒ

となります。よって，利子率が０％のときの国民所得Ｙは 350 ですが，利子
率が１％上昇するごとに，Ｙは 30 ずつ減少することになります。

　そして，これらをもとに，ＩＳ曲線，投資曲線を描くと，次に示すように
右下がりとなります。特殊な状況下では，垂直になるなど，右下がり以外の
ＩＳ曲線を考慮する場面もありますが，一般には右下がりとなります。
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　まずは，前ページでお話したこと，つまり，

	 「ＩＳ曲線は，財市場を均衡させるＹとｒの組合せ」であり，

	 「ＩＳ曲線は，通常，右下がりになる！」

ということさえ押さえていただければ十分なのですが，その根拠を論理的に
お話したいと思います。ちょっと難しく感じるかもしれませんが，イメージ
をつかんでいただければＯＫです。

●いま，財市場の需給（需要と供給）を均衡させる利子率はｒａ，投資はＩａ，
　国民所得はＹａとします。下の３つの図のＡ点です。

●ここで，利子率がｒｂに下がると投資がＩｂに増加し，ＹＤ（需要）が増えます。
　ですから，仮にＹＳ（供給）がそのままとすると，ＡからＡ’に移行し，
　財市場の超過需要となります。

●そこで企業はＹＳ＝ＹＤとなるまで供給（生産）を増加し，国民所得はＹｂ

　に増加し，超過需要は解消されて財市場の需給が均衡します。
　それが，下の３つの図のＢ点です。

※企業などが投資Ｉ（設備投資）を増加するということは，現在の生産設備
　を拡大するということです。それは当然，生産（供給）　量を増やす（増産）
　ためなのですから，投資Ｉが増加すればＹＳが増加するのは明白ですね。
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◆Ｇ，Ｔなどがないとすると，
　財市場の均衡とは，
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　　　Ｙ－Ｃ	＝ Ｉ		

◆租税Ｔなどがなければ，
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　　　　投資	＝ 貯蓄
◆「貯蓄Ｓ」は，「投資Ｉ」　
　という需要を満たすための
　供給となります。
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２）貨幣市場の均衡点が集まってできるＬＭ曲線

　今度は「ＬＭ曲線」の初登場です。ここで見ていただく「ＬＭ曲線」とは，
タイトルの通り，貨幣市場の均衡点（貨幣市場を均衡させるＹとｒの組合せ）
の集合です。
　まず，計算問題におけるＬＭ曲線の数式とその図を見てみましょう。数式は，
例えば次のように示されます。

　　	 　　0.5 Ｙ　　＋　　250 － 10 ｒ　　＝　　 300	

	 　貨幣の	 	 貨幣の		 	 貨幣供給Ｍ
	 　取引需要Ｌ１	 資産需要Ｌ２

	 	  ↓	 	  　　　↓
	　　Ｙが 10 増えると，	 　ｒが１（％）上昇すると，　	
　　Ｌ１は６増加	 　	 　Ｌ２は 10 減少
　　Ｌ１はＹの増加関数	 　Ｌ２はｒの減少関数　

　そして，上記の式を変形させると，

　　	 0.5 Ｙ	＝ 300 － 250 ＋ 10 ｒ
	 　Ｙ	 ＝ 100 ＋ 20 ｒ

となります。よって，利子率が０％のときの国民所得Ｙは 100 ですが，利子
率が１％上昇するごとに，Ｙは 20 ずつ増加することになります。

　そして，これらをもとに，ＬＭ曲線を描くと，次に示すように右上がりと
なります。特殊な状況下では，水平になるなど，右上がり以外のＬＭ曲線を
考慮する場面もありますが，一般には右上がりとなります。
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●ＬＭ曲線は右上がりになる　

　まずは，上でお話したこと，つまり，

	 「ＬＭ曲線は，貨幣市場を均衡させるＹとｒの組合せ」であり，

	 「ＬＭ曲線は，通常，右下がりになる！」

ということさえ押さえていただければ十分なのですが，その根拠を論理的に
お話したいと思います。ちょっと難しく感じるかもしれませんが，イメージ
をつかんでいただければＯＫです。
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●いま，貨幣市場の需給を均衡させる利子率はｒａ，貨幣需要はＬａ，国民所
　得はＹａとします。下の３つの図のＡ点です。

●ここで国民所得がＹｂに増加すると，取引需要Ｌ１が増加しますから，貨幣
　需要曲線がＬａからＬｂへとシフトします。このとき，仮に利子率がｒａの
　ままとすると，ＡからＡ’に移行し，貨幣市場の超過需要となります。

●しかし，貨幣需要の増加は，利子率の上昇をもたらします。金融機関から
　融資を受けようとする人や企業が増えるからです。事実，シフト後の貨幣
　需要曲線曲線ＬｂとＭの交点はＢ点ですから，利子率はｒｂに上昇します。
　その結果，超過需要は解消されて貨幣市場の需給が均衡します。
　それが，下の３つの図のＢ点です。

※ちなみに，利子率ｒの変動効果には２つの側面があります。

　　利子率ｒ下落→投資Ｉ増加→国民所得Ｙ増加→Ｌ１増加
	 ↑	 	 	 	 　　　		 　　↓
　　Ｌ１減少←国民所得Ｙ減少←投資Ｉ減少←利子率ｒ上昇

　　●利子率ｒが下落すると，	 財市場では，投資Ｉ増加 →	Ｙ増加
　　●国民所得Ｙが増加すると，	 貨幣市場では，Ｌ１増加　→	ｒ上昇 	
　　●利子率ｒが上昇すると，	 財市場では，投資Ｉ減少 →	Ｙ減少
　　●国民所得Ｙが減少すると，	 貨幣市場では，Ｌ１減少　→	ｒ下落　 

となります。少し複雑ですが，混乱しないよう整理しておきましょう。
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３）財市場と資産市場の同時均衡

　いよいよ「ＩＳ -ＬＭ分析」の初ステージです。ＩＳ -ＬＭ分析では，

　『財市場と貨幣市場が同時に均衡するように，
　 国民所得Ｙと利子率ｒが決まる』
という仕組みを分析していくことになります。

　では，先に登場したＩＳ曲線とＬＭ曲線の双方に，同時出演していただき
ましょう。

	 ＩＳ曲線　	 Ｙ＝ 50 ＋ 0.6 Ｙ＋ 90 － 12 ｒ　

　　	 ＬＭ曲線	 Ｌ＝ 0.5 Ｙ＋ 250 － 10 ｒ	 　
	 	 	 Ｍ＝ 300

　この２つの曲線がどこで交わるのかを考えます。

　ちなみに，公務員試験では数式のみが示され，「ＩＳ曲線」「ＬＭ曲線」と
いう名称の記述がない場合が多いです。逆に，次のような一覧が記述される
ことが多いです。

　Ｙ：	国民所得	 　Ｃ：消　　費	 Ｉ：投　　資
　ｒ：	利 子 率（利子率はｒではなく，ｉで示されることもあります）
　Ｌ：実質貨幣需要量（通常，Ｌ１，Ｌ２の内訳提示は通常ありません）
　Ｍ：名目貨幣供給量	

　なお，ＩＳ -ＬＭ分析の計算問題では，通常，図（グラフ）は描く必要はなく，
以下のように数式処理だけで均衡利子率ｒ＊，および均衡国民所得Ｙ＊を算出
することができます。

　ＩＳ曲線の式変形　 Ｙ－ 0.6 Ｙ	＝ 0.6 Ｙ＋ 140 － 12 ｒ
	 	 	 	 0.4 Ｙ	＝ 140 － 12 ｒ
	 	 	 	 ４Ｙ	 ＝ 1400 － 120 ｒ　……	 ①	
	 　	 	 	 　Ｙ	 ＝ 350 － 30 ｒ　　……	 ①’	

　ＬＭ曲線の式を変形　　	 0.5 Ｙ	＝ 300 － 250 ＋ 10 ｒ　　 
	 	 	 	 ５Ｙ	 ＝ 500 ＋ 100 ｒ　 ……	 ②
　	 	 	 	 　Ｙ	 ＝ 100 ＋ 20 ｒ　　……	 ②’

　①’，②’より，	  350 － 30 ｒ	＝ 100 ＋ 20 ｒ
	 	 	 	 　250	＝ 50 ｒ
	 	 	  　	 　ｒ＊	 ＝５（％）となり，

　財市場と資産市場の両方を同時に均衡させる利子率ｒ＊は５％となります。

　また，ｒ＝５を①’または②’に代入すると	 　※ここでは①’，②’
	 　Ｙ	 ＝ 350 － 30 ｒ　＝ 100 ＋ 20 ｒ	 　　の両方に代入しました
	 　Ｙ	 ＝ 350 － 30 ×５＝ 100 ＋ 20 ×５	 　　が，一方のみでＯＫ
　	 　Ｙ＊	 ＝ 200　となり，	 	 	 　　です。

　財市場と貨幣市場の両方が同時に均衡するときの均衡国民所得Ｙ＊は 200
となります。

６
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　前ページでも述べましたように，図（グラフ）を描く必要はありません。
というか，限られた時間内で多くの問題を解くことが要求される本試験では，
図を描くべきではありません。数式だけで処理できるような問題であるなら，
数式だけで処理すべきです。
　ここではあくまで参考までに，図を掲載します。
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　なお，次のように，連立方程式で解くこともできます。

	 ①×５		  20 Ｙ	＝ 7000 － 600 ｒ
	 ②×６	　＋）	 30 Ｙ	＝ 3000 ＋ 600 ｒ
	 	 	  50 Ｙ	＝ 10000
	 	 	   Ｙ＊	＝ 200

　Ｙ＊＝ 200 を①式または②式に代入してｒ＊を求めます。
　例えば②式に代入すると，
	 	 　　５× 200	＝ 500 ＋ 100 ｒ
	 	 	 100 ｒ	＝ 500
	 	 	 　ｒ＊	＝５（％）
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例題 6-1

　ある国のマクロ経済モデルが次のように与えられている。
	 Ｃ＝ 20 ＋ 0.8 Ｙ	 	 Ｃ：消費	 Ｙ：国民所得
	 Ｉ＝ 50 － 20 ｉ	 	 Ｉ：投資	 ｉ：利子率
	 Ｇ＝ 40	 	 	 Ｇ：政府支出
	 M/P ＝ 100	 	 	  M/P：	実質貨幣供給量
	 Ｌ＝ 0.2 Ｙ＋ 90 － 20 ｉ	 　Ｌ：	実質貨幣需要量
　このとき，この国の均衡利子率はいくらか。

1.　1.0
2.　1.5
3.　2.0
4.　2.5
5.　3.0

問題 6-1

　ある国のマクロ経済モデルが次のように与えられている。
	 Ｙ＝Ｃ＋Ｉ＋Ｇ	 	 Ｃ：消費　 Ｉ：投資	 　Ｇ：政府支出
	 Ｃ＝ 52 ＋ 0.6（Ｙ－Ｔ）	 Ｔ：税収
	 Ｔ＝ 20
	 Ｉ＝ 80 － 12 ｒ	 	 ｒ：利子率	 	
	 Ｇ＝ 20
	 Ｌ＝ 0.5 Ｙ＋ 120 － 10 ｒ	  Ｌ ：	実質貨幣需要量	
	 M/P ＝ 170	 	 	  M/P：	実質貨幣供給量
　このとき，この国の均衡国民所得はいくらか。
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例題 6-1

●ＩＳ曲線
　　Ｙ	＝	 Ｃ	 　＋	 　Ｉ　　　＋ Ｇ
　　Ｙ	＝ 20 ＋ 0.8 Ｙ ＋  50 － 20 ｉ ＋ 40
　Ｙ－ 0.8 Ｙ＝ 110 － 20 ｉ
　0.2 Ｙ＝ 110 － 20 ｉ　…　①	

●ＬＭ曲線
　　Ｌ１　＋	 Ｌ２	 　 ＝ M/P
　0.2 Ｙ ＋ 90 － 20 ｉ ＝ 100
  0.2 Ｙ＝ 10 ＋ 20 ｉ　…	②

　①＝②より，
　110 － 20 ｉ	＝ 10 ＋ 20 ｉ
	  40 ｉ	＝ 100
	 　ｉ＊	＝ 2.5
　	 　　「正解 4」となります。

　ちなみに，均衡国民所得Ｙ＊は，
例えば②式を５倍して，
　Ｙ＊	＝ 50 ＋ 100 ｉ
	 ＝ 50 ＋ 100 × 2.5
	 ＝ 50 ＋ 250
	 ＝ 300
　となります。

問題 6-1

●ＩＳ曲線
　　Ｙ	＝	 	 Ｃ	 　＋	 　Ｉ　	　 ＋ Ｇ
　　Ｙ	＝ 52 ＋ 0.6（Ｙ－ 20） ＋ 80 － 12 ｒ ＋ 20
　Ｙ－ 0.6 Ｙ＝ 52 － 12 ＋ 80 ＋ 20 － 12 ｒ
 0.4 Ｙ＝ 140 － 12 ｒ　…　①	

●ＬＭ曲線
　Ｌ１	 ＋	 Ｌ２	 　＝ M/P
 0.5 Ｙ ＋ 120 － 10 ｒ＝ 170
 0.5 Ｙ＝ 50 ＋ 10 ｒ　…	 ②

　①×５ 	 　２Ｙ	＝ 700 － 60 ｒ　	
　②×６ ＋ ）  ３Ｙ	＝ 300 ＋ 60 ｒ
	 	   ５Ｙ	＝ 1000
	 	   Ｙ＊	 ＝ 200

　	 	 「正解 2」となります。

　ちなみに，均衡利子率は，
	 　３Ｙ	＝ 300 ＋ 60 ｒ
　　３× 200	＝ 300 ＋ 60 ｒ
	  　600	＝ 300 ＋ 60 ｒ
	 　60 ｒ＝ 300
	 　ｒ＊	＝５
　となります。
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